
TOPICSTOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

　
深
谷
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
初
め

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
す
る

か
た
を
対
象
に
、
申
請
書
の
作
成
を
支

援
す
る
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張

申
請
受
付
サ
ポ
ー
ト
』を
再
開
し
ま
す
。

　
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

受
付
サ
ポ
ー
ト
』
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
郵
便
に
よ
り
自
身
で
申
請
す
る
方

法
と
は
異
な
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
の
た
め
の
市
役
所
来
庁

予
約
が
不
要
で
、
簡
単
な
手
続
き
で
出

来
上
が
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

自
宅
に
郵
送
さ
れ
る
、
大
変
お
得
で
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
日　
３
月
31
日
㈮
ま
で
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
含
む
）

開
設
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
最
終
受
付
時
間
＝
午
後
４
時
）

開
設
場
所
　
キ
ラ
ラ
上
柴
図
書
館
前
ロ

ビ
ー
（
ア
リ
オ
深
谷
３
階
）

そ
の
他
　
手
続
き
に
は
本
人
確
認
書

類
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
必
ず
事
前
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
受
付

サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　
市
民
課
（
う
５
７
３
‐
３
１
５
１
）▲市ホームページ

深谷市ホームページ深谷市ホームページに
バナー広告バナー広告を
掲載しませんか？

　深谷市ホームページのトップペ
ージやメニューページに掲載する
バナー広告を随時募集しています。
　１カ月単位で掲載可能で、一定期
間継続して掲載する場合は継続割
引があります。
　掲載期間や規格、掲載料など詳
しい内容については、市ホームペ
ージ（下記QRコードからアクセス）
をご覧ください。

あい秘書課（う574‐6631）

確
定
申
告
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
る

た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合

は
、
計
算
の
結
果
、
納
税
額
が
発
生
し

て
も
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▪
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０

万
円
以
下
（
複
数
か
ら
受
給
さ
れ
て
い

る
場
合
は
そ
の
合
計
額
）

▪
公
的
年
金
等
の
全
部
が
源
泉
徴
収
の

対
象

▪
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下

※
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所
得
以
外

の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
、
所
得

税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
が
必
要
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住

民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
住
民
税
に
つ
い
て
詳
し
く
は
市
民

税
課
（
う
５
７
4
‐
６
６
３
７
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確

定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
利
用
可
能
！

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
確
定
申
告
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

も
利
用
で
き
る
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
』
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
画
面
の
案
内

に
沿
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
る
と
、

税
額
な
ど
が
自
動
的
に
計
算
さ
れ
、
計

算
誤
り
の
な
い
申
告
書
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
書
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
あ
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告
書
な
ど
を

提
出
す
る
際
は
、
毎
回
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示

ま
た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。
確

定
申
告
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
復

興
特
別
所
得
税
の
記
入
を
忘
れ
ず
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
か
た
へ

公
的
年
金
の
確
定
申
告
不
要
制
度

問
い
合
わ
せ　
熊
谷
税
務
署
（
う
５
２
１
‐
２
９
０
５
）▲国税庁ホー

ムページ

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
対
す
る

各
種
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す

問い合わせ　保育課（う５７４‐８６４８）
　私立保育施設へ利用定員１名につき、
食材費を3,600円、光熱費を1,700円支
給します。

私立保育施設の
食材費と光熱費を支援

問い合わせ　保育課（う５７４‐８６４８）
　公立学童保育室（公設民営）および私立
学童クラブへ利用定員１名につき、光熱
費を500円支給します。

学童保育施設の
光熱費を支援

●介護施設
問い合わせ　長寿福祉課（う５７４‐８５４４）
　利用定員１名につき、食材費を入所施
設へ１万1,000円、通所施設へ4,000円
支給します。

各施設の食材費を支援

●障害者施設
問い合わせ　障害福祉課（う５７１‐１０１１）
　利用定員１名につき、食材費を入所施
設へ１万1,000円、通所施設へ4,000円
支給します。

●児童養護施設など
問い合わせ　こども青少年課（う５７４‐６６４６）
　利用定員１名につき、食材費を１万
1,000円支給します。

●私立幼稚園
問い合わせ　保育課（う５７４‐８６４８）
　利用定員１名につき、食材費を3,600
円支給します。

市
民
課
・
市
民
税
課
で
取
り
扱
う
証
明
は

総
合
支
所
な
ど
で
の
手
続
き
が
お
す
す
め
で
す

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
０
）・
市
民
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
７
）

　
3
・
4
月
は
住
民
異
動
届
の
集
中
か

ら
、
市
役
所
本
庁
舎
の
市
民
課
が
た
い

へ
ん
混
雑
し
、
お
待
ち
い
た
だ
く
時
間

が
非
常
に
長
く
な
り
ま
す
。
市
民
課
・

市
民
税
課
で
取
り
扱
う
証
明
は
、
岡

部
・
川
本
・
花
園
の
各
総
合
支
所
、
各

公
民
館
（
一
部
の
証
明
書
の
み
）
で
も

取
得
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
か
た
は
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
交
付

（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
設
置
店
の
み
）
も

利
用
で
き
ま
す
。

取得できる証明書一覧（〇＝取り扱いあり、×＝取り扱いなし）
※詳しくは、市ホームページ（右記QRコードからアクセス）を
ご覧いただくか、お問い合わせください。

証明書種類
コンビニ交付

毎日 午前6時30分
～午後11時

総合支所
平日 午前8時30分
～午後5時15分

公民館
平日 午前8時30分
～午後5時15分

住民票の写し 〇 〇 〇
住民票記載事項証明書 〇 〇 ×
戸籍謄抄本 〇 〇 〇
戸籍の附票の写し 〇 〇 ×
印鑑登録証明書 〇 〇 〇
身分証明書 × 〇 ×
課税（所得）証明書 〇 〇 ×
非課税証明書 × 〇 ×
納税証明書 〇 〇 ×
市税に滞納がないことの証
明書、車検用納税証明書、
評価証明書、公課証明書、
名寄帳の写し、無資産証明
書、埋・火葬許可証など

× 〇 ×

市では原油価格・物価高騰に対する各種支援を実施しています。
対象となる施設には個別に通知をお送りしています。
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TOPICS
新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします深谷市長

小島　進
　

昔
か
ら
『
最
近
の
若
い
モ
ン
は

・
・
・
。』
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
が
、
私
は
、『
最
近
の
若
い
モ
ン
は
、

素
晴
ら
し
い
』
と
よ
く
お
話
し
し
て
い

ま
す
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
大お

お

谷た
に

翔し
ょ
う

平へ
い

選
手
や
、
深
谷
市
出
身
の
パ
ラ
ア
ス

リ
ー
ト
村む

ら

岡お
か

桃も
も

佳か

選
手
な
ど
、
今
の
若

い
か
た
は
世
界
を
舞
台
に
し
て
も
堂
々

と
し
て
い
て
、本
当
に
誇
ら
し
く
、ま
た
、

頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
若
い
か
た
の
熱
量
や
意
見

を
、
私
は
市
政
に
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
昨
年
の

12
月
に
は
、『
二
十
歳
を
祝
う
会
実
行

委
員
会
』
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
学
生
生
活
な
ど
の
話
の

ほ
か
、
市
政
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
『
J
R
深
谷
駅
周
辺
に
家
族
で
遊
べ

る
施
設
を
造
っ
て
ほ
し
い
。』
と
い
う

意
見
に
対
し
て
は
、
現
在
進
め
て
い
る
、

こ
ど
も
館
へ
の
思
い
を
語
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、『
上
柴
地
区

と
国
済
寺
地
区
を
結
ぶ
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
』
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
な
ど
が
線

路
を
渡
ら
ず
に
通
学
で
き
て
便
利
に
な

る
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
早
期
開
通

の
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
市
内
の
飲
食
店
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
る
委
員
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
シ
フ
ト
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
と

の
切
実
な
話
も
あ
り
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
意
見
を
市
政
に
生
か
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
ご

尽
力
も
あ
り
、
１
月
８
日
に
『
二
十
歳

を
祝
う
会
』
を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
招
待
者
１
３
６
９
人
に

対
し
、
１
０
９
０
人
と
い
う
多
く
の
か

た
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
79
・
６
％

の
出
席
率
で
し
た
。
式
辞
で
は
、「
渋

沢
栄
一
翁
の
よ
う
に
高
い
志
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

若
い
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し

て
い
ま
す
。

深谷市内でつくられた固定価格買取満了後の太陽光発電余剰電力などを活用することで、
安全・安心で環境にやさしい電気を深谷市民に提供する電気の地産地消を進め、
深谷市が目指す『ゼロカーボンシティふかや』の実現に寄与してまいります。

◎安全・安心な電気を使っていただけるように、供給する電気の80％が、
　環境に配慮した自然エネルギー由来となりました。 
◎市内で作られた電気を活用する地産地消率が23.21％になりました。 

※『ふっかちゃんでんき』は深谷市も出資する地域に根差した電力会社です。

ふかやｅパワー㈱ TEL：578‐8217 担当：紺野
こん　の

問い合わせ

 詳しくは、ホームページをご覧ください（『ふっかちゃんでんき』で検索　  ）。

地産地消
23.21%

その他
76.79%

地産地消率
（令和４年11月供給分）

地産地消電源 その他

自然エネルギー由来
80%

その他
20%

電源構成
お知
らせ

（令和４年11月供給分）

自然エネルギ―由来 その他

▲ホームページ

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
の
国
民
年

金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産

予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間

は
、
将
来
、
被
保
険
者
の
年
金
額
を
計

算
す
る
際
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
既
に
保

険
料
を
納
付
し
て
い
る
場
合
、
産
前
産

後
期
間
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
出
産
日
が
平
成
３１
年
２
月
１
日
以
降

の
か
た

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前

か
ら
届
け
出
可
能
で
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
被
保
険
者
の
本
人
確
認
書
類

②
被
保
険
者
の
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
）

③
出
産
前
に
届
け
出
す
る
場
合
は
母
子

健
康
手
帳
な
ど

※
出
産
と
は
、
妊
娠
８５
日
（
４
カ
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
（
死
産
、
流

産
、
早
産
さ
れ
た
か
た
を
含
む
）。

※
被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
出

生
証
明
書
な
ど
出
産
日
お
よ
び
親
子
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

年
金
に
関
す
る
情
報
の
確
認
に
は
『
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
が
便
利
で
す

　
『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
自
身
の
年

金
の
情
報
を
２４
時
間
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い

て
、
自
身
の
年
金
記
録
を
も
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
が
で
き
る
便

利
な
ツ
ー
ル
で
す
。
高
齢
期
の
生
活
設

計
に
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
』
専
用
番
号
（
う
０
５
７
０
‐
０
５

８
‐
５
５
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　
熊
谷
年
金
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
５
０
１
２
）

保
険
年
金
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
１
）

『
二は

十た

歳ち

を
祝
う
会
』
を

開
催

栄一翁特別賞

　「みんなが嬉しいのが、いちばんなんだで」ゑい

さんの慈愛に満ちたこの教えが、栄一翁の私利私欲

を捨て、日本資本主義発展の為尽力した事に、大き

く影響していますね。ハンセン病患者の入浴を手

伝ったり、だれにも慈悲深い、ゑいさんの背中を見

て育った栄一翁は、600もの福祉事業に関わった

のでしょう。

　郷土の偉人、渋沢栄一翁を生み出した深谷市民と

して、誇りに思います。

　ゑいさんありがとうございます。

上柴　池
い け

田
だ

惠
け い

子
こ

 さん

ゑいさんへ
一般の部

優秀賞

　「ただいま。」と仕事から帰ると、毎日、いろいろ

な所に隠れて待っているのがお約束の娘達。わかり

やすい所に隠れているのも、これまたかわいい。お

風呂では、今日の出来事発表。「パパの楽しかった

事は何ですか。」と聞かれると困ってしまう。へそ

が曲がっている日もあるけれど、パパはめげません。

そんな日は、娘が寝てからくっつくのが楽しみ。お

風呂に一緒に入れるのも、あと何年かな。今を大切

に。一日一日の成長を励みに、家族の為なら頑張れ

る。

川本　鈴
す ず

木
き

正
ま さ

章
あ き

 さん

はぁちゃんといっちゃんへ
一般の部
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